
5 広報 あきしま　令和元年７月１日号

　教育福祉総合センターが令和２年３月（予定）に開館することを記
念し、市民の皆さんや、昭島にゆかりのある方から写真を募集し、
モザイクアート（※）を制作します。皆さんの笑顔や思い出がたくさ
ん詰まった写真をご応募ください。
☆詳しくは、社会教育係へ。
※ モザイクアート＝タイルを並べるように多数の写真を配置して作る１枚の
絵のこと
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　リチウムイオン電
池とは、デジタルカ
メラや携帯電話など
に使用されている充
電式電池で、右の図
のようなマークが記
載されています。
　市内で回収されたプラスチック
にリチウムイオン電池が入ってい
たため、民間のリサイクル処理施
設で発火事故が起きました。火災
事故の防止のため、廃棄するとき
は次のとおりご協力ください。
◎電池が取り外せる場合
　電子機器から取り外して有害ご
みとして市の収集に出すか、家電
販売店などのリサイクル協力店に

お持ちください。
◎電池が取り外せない場合
　充電式電池が内蔵されていて取
り外せない電気シェーバー、電動
歯ブラシ、電子たばこなどは、不
燃ごみとして出してください。
　プラスチックや資源には、決し
て混ぜないでください。
☆詳しくは、リサイクル係（環境コ
ミュニケーションセンター内）☎
546-5300へ。
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◎募集写真
＊ 市民の方、市にゆかりがある方 
が写っているもの
＊ 市内、または、友好都市 岩手
県岩泉町で撮影したもの

※ 撮影時期は、問いません。
※ １人何枚でも応募できます。
◎応募方法
＊ 電子メール＝件名に「モザイク
アート応募写真」、本文に住
所・氏名・電話番号を記入し、
写真データ（JPEGのみ）を添付
のうえ、kujira＠ city.akishima.
lg.jpへ

※ データ容量は、１通につき３
MB未満にしてください。

＊ 郵送＝写真の裏面、または、任
意の用紙に住所・氏名・電話番
号を記入し、現像した写真を 
〒196-8511　市役所社会教育
係モザイクアート担当へ

＊ 窓口＝現像した写真を、市役所
社会教育係、総合スポーツセン
ター、市民図書館、KOTORI 
ホール（市民会館）・公民館へ
（閉所・休館日を除く）
◎応募上の注意
※ 応募写真は、返却できません。

※ 応募写真は、応募者本人の著
作物に限ります。第三者の著
作権、被写体の肖像権及びプ
ライバシーを侵害していない
ことを確認し、許可を得たう
えで応募してください。

※ 完成したモザイクアートの著
作権は、昭島市に帰属します。

応募方法

アッキー

応募要項など、
詳しくはこちら

リチウムイオン電池は適正
に処分を

発火事故が発生
しました！

▲ アキシマクジラの
イメージ

真写
ア ジクマシキ ラ
みんなの　　　 で

モ ーアクイザ トを作ろう

の

完成したモザイクアート
は、教育福祉総合セン
ターのオープニングセレ
モニーでお披露目し、し
ばらくの間、同施設に展
示します！


